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１．事業の目的 

現在の障害福祉制度で”賄いきれない支援”を市民の手で行うため、市民を対象にガイドヘルプの

基礎講座を開催する。 

２．実施内容 

・ボランティアガイドヘルプ基礎講座の開催 

日  時： 令和元年９月５日（木）、９月１２日（木）、９月１９日（木） 

会  場： 南公民館、東公民館、西公民館 

参加者数： ３公民館延べ６３名 

内  容： 視覚障害のある方に対する支援方法について、有資格者による実技を交えた講座を開催 

 

▼開会の様子  

 

▼講演の様子 

 

 

  

 
ボランティア・ガイドヘルプ基礎講座 

 

【 団 体 名 】点字サークル「あじさい」 

【担当部署】健康福祉部 福祉総務課 

【 提 案 型 】自由テーマ 
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３．役割分担 

団体：講座の企画、立案、周知、開催、運営に関すること 

       

市 ：活動へのアドバイス、経費補助、公民館使用許可申請、講座の周知、開催、運営のサポ

ートに関すること 

       

４．事業費と主な支出内容 

（１）事業費：総額 77,357円（うち蕨市協働事業補助金 71,000円） 

（２）支出の主な内容 

   報償費、人件費、旅費、その他 

 

５．協働による効果 

  講座の開催により、ガイドヘルプの必要性と視覚障害のある方への支援方法が広く認識されるとと

もに、今後、ボランティアガイドへㇽプを行う団体の立ち上げに賛同する市民が集まったことで、視覚

障害のある方への支援の担い手が増える効果があったものと認識している。 

６．その他の成果・感想・今後の課題など 

【団体より】 

このイベント参加者から「ガイドヘルプ立上げ」に４名の方の賛同を得、２０２０年１月１日には

「ボランティア・ガイドヘルプ One & One」をスタートでき、目標をほぼ達成できたと自負している。   

ただ、現時点のメンバーが８名と少数でまだまだ未熟な状況であり、視覚障害のある方々のサポート

活動を通じてメンバーの質・量の充実を目指したい。また、現メンバーの平均年齢も６０歳を超えてお

り、老若男女の対象者にも幅広く応えられるよう若者のメンバー加入にも力を注ぎたい。 

 

【担当課より】 

今回の事業は、蕨市障害者計画の中で重点施策と位置づけている、「ボランティアの育成」及び

「ノーマライゼーション理念の普及・啓発」に当てはまる重要なものであり、また、障害者計画の基

本理念である「障害のある人とない人が、地域でともに支え合うまち わらび」に適った素晴らしい

取組であったと認識している。今後も、支援の担い手を増やすための事業に積極的に協働して参りた

い。 

 

 

 

 


